
第  　　号134
520

15（
平成27年

）

地域の交通手段確保のために地域の交通手段確保のために

■特集 みんなで使おう 市営バス ……………………　2～ 7

■防犯、水原郷病院、出前講座、表彰、寄付　……　8～ 11

■お知らせ版、見て歩記　…………………………　12～ 23

■ふるさと探訪、おしゃべり広場　………………　24～ 25

■活動の輪、心の道、クイズ、キッズほか ………　26～ 28

特　集

－みんなで使おう 市営バス－－みんなで使おう 市営バス－

市営バスで通学する児童たち（4月 17日・寺社線大野地停留所）市営バスで通学する児童たち（4月 17日・寺社線大野地停留所）



3 平成 27 年 5 月号 2平成 27 年 5 月号

特集　みんなで使おう市営バス

みんなで使おうみんなで使おう

　　　　　市営バス　　　　　市営バス
～走りに走った、地球を１００と１０周 ！～～走りに走った、地球を１００と１０周 ！～

利利
用
者
数
は
減
少
傾
向

用
者
数
は
減
少
傾
向

　
　

　

平
成
16
年
４
月
、
阿
賀
野
市
発
足

と
同
時
に
市
営
バ
ス
の
運
行
が
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
高
齢
者
や

児
童
・
生
徒
な
ど
交
通
手
段
の
な
い

人
の
通
院
、
通
学
、
買
い
物
の
足
と

し
て
、年
間
約
40
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

11
年
間
で
地
球
約
１
１
０
周
分
の
距

離
を
走
っ
て
き
ま
し
た
。

　

市
営
バ
ス
の
年
間
延
べ
利
用
者
数

は
、
運
行
開
始
し
た
平
成
16
年
度
の

約
9
万
5
千
人
か
ら
徐
々
に
増
加

し
、
平
成
23
年
度
に
は
約
13
万
人
の

利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
は
、
主
な
利
用
者

で
あ
る
高
齢
者
で
も
車
を
運
転
す
る

人
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
11
〜
12
万

人
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
運
転
免
許

保
有
率
は
、
平
成
3
年
で
約
1
割
で

し
た
が
、
平
成
23
年
で
約
3
割
に
増

え
ま
し
た
。
現
役
世
代
の
運
転
免
許

保
有
率
が
約
9
割
で
す
か
ら
、
そ
の

ま
ま
免
許
を
持
ち
続
け
れ
ば
、
将
来

は
高
齢
者
の
免
許
保
有
率
も
約
9
割

ま
で
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
、
市
営
バ

ス
の
利
用
者
は
ま
す
ま
す
減
る
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

か
つ
て
は
鉄
道
や
バ
ス
と
い
っ
た

公
共
交
通
機
関
が
市
民
の
重
要
な
交

通
手
段
で
し
た
が
、
現
在
は
自
動
車

が
主
な
交
通
手
段
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
郊
外
型
の
大
規
模
商
業

施
設
の
進
出
な
ど
、
ま
ち
の
姿
も
様

変
わ
り
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
車
社
会
の
進
展
の
結

果
、
民
間
事
業
者
が
運
営
す
る
公
共

交
通
機
関
は
、
次
第
に
そ
の
数
を
減

ら
し
、
自
動
車
や
運
転
免
許
を
持
た

な
い
人
た
ち
の
交
通
手
段
が
奪
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
が
市
営
バ
ス
を
走
ら
せ
る
理
由

は
、
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
市
営
バ
ス

は
、
車
社
会
の
中
で
、
自
動
車
や
運

転
免
許
を
持
た
な
い
高
齢
者
や
児

童
・
生
徒
の
交
通
手
段
を
確
保
す
る

た
め
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
い
く
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
利
用
者
が
少
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
運
行
を
続
け

る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
利
用
者
の
減
少
を
抑
え
る
努
力

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
公
共
交
通
機
関
と
し
て

地
域
の
公
共
交
通
機
関
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　

絶
対
に
必
要
な
存
在

　
　
　
　
　
　
　

絶
対
に
必
要
な
存
在

阿阿
賀
野
市
と
共
に

賀
野
市
と
共
に

　
　
　
　

　
　
　
　

  　

ス
タ
ー
ト

　

ス
タ
ー
ト

自自
動
車
が
な
い
人
の

動
車
が
な
い
人
の

　
　

貴
重
な
交
通
手
段

　
　

貴
重
な
交
通
手
段

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
と
い
っ

た
現
在
の
社
会
問
題
に
対
応
す
る
た

め
に
も
、市
営
バ
ス
は
役
立
ち
ま
す
。

　

人
口
が
増
え
ず
、
む
し
ろ
減
少
し

て
い
る
現
在
、
市
役
所
な
ど
の
公
共

施
設
や
病
院
な
ど
の
医
療
施
設
、
福

祉
施
設
、
買
い
物
を
す
る
場
所
な
ど

を
ま
ち
の
中
心
部
に
コ
ン
パ
ク
ト
に

ま
と
め
て
い
く
効
率
的
な
ま
ち
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
は
、
道
路
や
水
道
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
費
も
少
な
く
済

む
経
済
的
な
ま
ち
で
す
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
た
ま
ち

な
か
で
の
主
な
移
動
手
段
は
、
徒
歩

や
市
営
バ
ス
で
す
。
市
営
バ
ス
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
地
球
温
暖
化
の
原

因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
や

道
路
の
渋
滞
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
心
部
と
郊
外
の
各
集
落

を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
う
交
通
手
段
と

し
て
も
市
営
バ
ス
は
役
立
ち
ま
す
。

　

確
か
に
、
時
間
に
縛
ら
れ
ず
、
気

軽
に
利
用
で
き
る
自
動
車
は
便
利
な

移
動
手
段
で
す
が
、
環
境
に
や
さ
し

く
、
効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
も
有

効
な
市
営
バ
ス
を
、
ぜ
ひ
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

まま
ち
づ
く
り
と

ち
づ
く
り
と

　
　
　
　

　
　
　
　

  　

市
営
バ
ス

　

市
営
バ
ス
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特集　みんなで使おう市営バス

石塚ミワ さん

（勝屋）

　普段の買い物などに利用し
ています。時々市役所で乗り
換えをしてあかまつ荘にも足
を運んでいます。

長谷川努 さん

（小里）

　通勤手段として使っていま
す。運行時刻が出勤、退勤時
間に都合が合うので、便利に
利用しています。

　

市
営
バ
ス
の
時
刻
表
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
://w
w
w
.c
ity
.

a
g
a
n
o
.n
iig
a
ta
.jp
/s
o
s
h
ik
i/

s
o
m
u
/1
3
.h
tm
l)

に
掲
載
し
て
い

る
ほ
か
、
市
役
所
の
ロ
ビ
ー
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

乗
車
料
金
は
、
乗
車
1
回
に
つ
き

１
０
０
円
（
小
学
生
50
円
）
で
す
。

乗
車
時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も

や
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
、
療
育
手
帳
、
新

潟
水
俣
病
の
受
診
証
・
医
療
手
帳
・

被
害
者
手
帳
・
認
定
申
請
者
医
療
手

帳
を
お
持
ち
の
人
、
前
記
の
手
帳
等

を
持
っ
て
い
る
人
の
付
添
人（
1
人
）

は
無
料
で
す
。

　

バ
ス
を
待
つ
と
き
は
、
停
留
所
標

識
の
そ
ば
で
待
ち
、
バ
ス
が
来
た
ら

手
を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。
一
部
、
道

路
の
片
側
に
し
か
標
識
の
な
い
停
留

所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

運
行
日
は
、
原
則
月
曜
か
ら
金
曜

ま
で
の
平
日
の
み
で
す
。
五
頭
温
泉

郷
線
の
一
部
が
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
、

寺
社
線
の
一
部
が
日
曜
に
も
運
行
し

て
い
ま
す
。

　

お
盆
期
間
（
8
月
13
日
〜
16
日
）、

年
末
年
始（
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
）

は
全
便
が
運
休
し
ま
す
。
ま
た
、
時

刻
表
に
「
学
休
日
運
休
」
の
記
載
の

あ
る
便
は
、12
月
24
日
〜
1
月
7
日
、

3
月
25
日
〜
4
月
4
日
、
7
月
25
日

〜
8
月
31
日
に
運
休
し
ま
す
。

　

定
時
運
行
を
心
掛
け
て
い
ま
す

が
、
道
路
状
況
や
天
候
に
よ
り
遅
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
安
全
に
留
意

し
た
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
工
事
や

行
事
等
に
伴
い
交
通
規
制
が
必
要
な

場
合
、
経
路
や
運
行
時
刻
を
変
更
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市市
営
バ
ス
の
使
い
方

営
バ
ス
の
使
い
方

　高齢者の交通事故防止のため、自主的に運転

免許証を返納する人（運転免許証の更新をしな

い人）を支援する制度です。

◎対象者

　市内に住民登録をしている満 65歳以上の人。

◎支援内容

　その1 市営バス利用料の免除（2年間）

　その2 市内タクシー利用券 5,000 円分交付

　　　　（有効期限 2年間）

　その3 市内タクシー運賃の 1割引き（無期限）

　その4 写真付き住民基本台帳カードの無料交付

　その5 収納ケース

◎問い合わせ

　総務課 危機管理室 地域安全係（内線 262）

市市営バスをお得に使おう !営バスをお得に使おう !

～高齢者運転免許証自主返納者支援制度～
お得！

市
役
所
前
で
市
営
バ
ス
利
用

市
役
所
前
で
市
営
バ
ス
利
用

者
の
声
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

者
の
声
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

岩村ヨイ さん

（女堂）

　水原露天市場や病院の通院
に使っています。1回 100 円と
安く、家の近くに停留所があ
るので助かっています。

⬆ 毎月「4」と「8」の付く日に開催される水原露天毎月「4」と「8」の付く日に開催される水原露天

市場。新鮮な野菜や魚を求めて多くの人でにぎわ市場。新鮮な野菜や魚を求めて多くの人でにぎわ

います。います。

⬆

朝の通勤、通学時。新発田朝の通勤、通学時。新発田

方面に通う生徒などは、水方面に通う生徒などは、水

原駅前で下車し、阿賀野高原駅前で下車し、阿賀野高

校へ通う生徒は、市役所前校へ通う生徒は、市役所前

で下車します。で下車します。

⬆
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ほ
と
ん
ど
の
バ
ス
は
、
市
役
所
を

出
発
し
て
、
水
原
の
市
街
地
を
巡
回

し
て
か
ら
、各
地
域
に
向
か
い
ま
す
。

国
道
49
号
沿
い
の
旭
町
・
水
原
中
町
、

本
町
通
り
沿
い
の
水
原
下
町
・
水
原

商
工
会
館
前
、
水
原
駅
、
水
原
郷
病

院
、
阿
賀
野
高
校
に
止
ま
り
、
平
均

す
れ
ば
15
分
に
1
本
以
上
の
割
合
で

巡
回
し
て
い
る
の
で
、
市
営
バ
ス
は

水
原
市
街
地
内
の
移
動
に
も
便
利
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
市
営
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
便
利
で
効
率
的
な
運
行
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

まま
ち
な
か
の
移
動
に
も

ち
な
か
の
移
動
に
も

市
営
バ
ス
を
！

市
営
バ
ス
を
！

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課 

庶
務
係
（
内
線
２
６
５
）

　

千
円
を
持
っ
て
、
市
役
所
か
ら
市

営
バ
ス
に
乗
車
し
て
あ
か
ま
つ
荘

（
久
保
）
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。

　

市
役
所
前
か
ら
午
前
9
時
15
分
発

の
寺
社
線
「
は
ば
た
き
3
号
」
に
乗

車
す
る
と
、
午
前
10
時
4
分
に
到
着

し
ま
す
。

　

入
浴
料
は
大
人
５
０
０
円
、
70
歳

以
上
は
３
０
０
円
で
す
。
自
動
車
安

全
運
転
セ
ン
タ
ー
が
発
行
す
る
Ｓ
Ｄ

カ
ー
ド
を
提
示
す
る
と
、
大
人
も

３
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

千千
円
あ
れ
ば
、
あ
か
ま

円
あ
れ
ば
、
あ
か
ま

つ
荘
で
楽
し
め
ま
す

つ
荘
で
楽
し
め
ま
す

一
番
人
気
の
「
鳥
の
空
揚
げ
」

一
番
人
気
の
「
鳥
の
空
揚
げ
」

⬆

高高
齢
者
に
大
人
気
！

齢
者
に
大
人
気
！

　

こ
の
日
の
あ
か
ま
つ
荘
に
は
、
市

営
バ
ス
に
乗
っ
て
訪
れ
た
高
齢
者
の

グ
ル
ー
プ
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し

た
。
中
に
は
、一
人
で
来
て
い
た
ら
、

顔
を
合
わ
せ
て
い
る
う
ち
に
友
達
に

な
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。

　

あ
る
高
齢
の
女
性
は
「
家
に
い
る

と
テ
レ
ビ
ば
か
り
見
て
人
と
話
を
す

る
こ
と
が
な
い
。
こ
こ
に
来
て
温
泉

に
入
っ
て
友
達
と
話
を
す
る
の
が
楽

し
み
」。
ま
た
、
別
の
女
性
は
「
市

営
バ
ス
な
ら
大
勢
で
乗
れ
る
し
、
雨

や
雪
の
日
で
も
運
行
し
て
い
る
の
で

便
利
」「
1
回
１
０
０
円
で
利
用
で

き
る
の
は
安
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

充充
実
し
た

実
し
た

食
事
の
メ
ニ
ュ
ー

食
事
の
メ
ニ
ュ
ー

　

風
呂
か
ら
あ
が
る
と
、
午
前
11

時
か
ら
食
堂
が
始
ま
り
ま
す
。
メ

ニ
ュ
ー
は
豊
富
で
、
週
替
わ
り
ラ
ン

チ
（
６
２
０
円
）
や
単
品
で
お
に
ぎ

り
、
焼
き
そ
ば
、
天
ぷ
ら
の
盛
り
合

わ
せ
な
ど
約
10
種
類
の
料
理
が
50
円

〜
２
０
０
円
で
選
べ
ま
す
。
一
番
人

気
は
鳥
の
空
揚
げ
（
２
０
０
円
）
で
、

コ
シ
ョ
ウ
味
と
カ
レ
ー
味
が
選
べ
ま

す
。

　

ま
た
、
リ
ン
ゴ
タ
ル
ト
や
フ
ル
ー

ツ
ヨ
ー
グ
ル
ト
（
２
０
０
円
）
な
ど

の
デ
ザ
ー
ト
も
あ
り
ま
す
。

大
広
間
で
販
売
さ
れ
る
単
品
料
理
。

大
広
間
で
販
売
さ
れ
る
単
品
料
理
。

お
茶
は
無
料
で
飲
め
ま
す
。

お
茶
は
無
料
で
飲
め
ま
す
。

⬆

⬆

リンゴタルト（200 円）リンゴタルト（200 円）

⬆ さまざまな具が入ったさまざまな具が入った

おにぎり（各種 100 円）おにぎり（各種 100 円）

帰帰
り
の
バ
ス
も
安
心

り
の
バ
ス
も
安
心

　

帰
り
の
バ
ス
は
あ
か
ま
つ
荘
か
ら

午
後
3
時
発
の
寺
社
線
「
は
ば
た
き

3
号
」
に
乗
車
す
る
と
、
午
後
3
時

50
分
に
市
役
所
に
到
着
し
ま
す
。　

他他
の
路
線
か
ら
も
乗
り

の
路
線
か
ら
も
乗
り

換
え
な
し
で
利
用
可
能

換
え
な
し
で
利
用
可
能

　

今
回
利
用
し
た
寺
社
線
だ
け
で
な

く
、
分
田
線
、
千
唐
仁
線
、
江
端
線
、

大
室
線
、
安
田
地
域
循
環
線
Ａ
、
安

田
地
域
循
環
線
Ｂ
か
ら
も
あ
か
ま
つ

荘
へ
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
度
、
市
営
バ
ス
を
使
っ
て
利
用

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

⬆ 宝珠温泉保養センターあかまつ荘宝珠温泉保養センターあかまつ荘⬆ 瓢湖（あやめ池）瓢湖（あやめ池）

⬆

市立図書館市立図書館

⬆

華報寺共同浴場華報寺共同浴場

　

市
営
バ
ス
は
、市
役
所
を
出
発
し
、

路
線
ご
と
に
各
方
面
の
集
落
や
施
設

を
巡
り
、
安
田
、
京
ヶ
瀬
、
笹
神
の

各
支
所
を
目
指
し
ま
す
。
運
行
経
路

は
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
を
網
羅

し
て
い
ま
す
。

　

市
立
図
書
館
へ
は
駒
林
線
・
前
山

線
、
出
湯
・
今
板
・
村
杉
温
泉
へ
は

五
頭
温
泉
郷
線
、
あ
か
ま
つ
荘
へ
は

安
田
方
面
に
向
か
う
分
田
線
・
千
唐

仁
線
・
江
端
線
・
寺
社
線
な
ど
が
便

利
で
す
。

バスに乗ってあかまつ荘バスに乗ってあかまつ荘

　　 　へ行ってみよう !　　 　へ行ってみよう !

市営バスで市内のさまざまな市営バスで市内のさまざまな

　　　　施設をめぐってみよう !　　　　施設をめぐってみよう !
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　　市では、犯罪が増加傾向にある 5月を、市独自の防犯運動月間に市では、犯罪が増加傾向にある 5月を、市独自の防犯運動月間に

指定しています。指定しています。

　今月は、阿賀野市・阿賀野警察署・市防犯協会・地域の自主防犯　今月は、阿賀野市・阿賀野警察署・市防犯協会・地域の自主防犯

団体等が、市民の皆さんと一緒になって、犯罪を減らすため、各種団体等が、市民の皆さんと一緒になって、犯罪を減らすため、各種

の防犯活動を推進します。の防犯活動を推進します。

阿
賀
野
市
犯
罪
の
な
い
安
全
で

阿
賀
野
市
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な

安
心
な

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
推
進
運
動
月
間
で
す

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
推
進
運
動
月
間
で
す

５月は

 ■ 鍵、忘れていませんか？

　市の刑法犯認知件数のうち、多くが窃盗、つまり「泥棒」の被害です。

　市では、鍵を掛けずに盗難被害に遭う割合が非常に高くなってい

ます。鍵掛けはみんなができる防犯対策！ 家・自動車・自転車など

の鍵掛けを習慣に！

　◎窃盗犯手口別発生状況トップ 5（平成 26 年）

　　1位　万引き　　33 件

　　2位　自転車盗　27 件

　　3位　さい銭盗　25 件

　　4位　車上狙い　  7 件

　　5位　部品狙い　  6 件

 ■ 自主防犯ボランティア活動を始めてみませんか？　

　市では、「地域の安全は地域で守ろう」と、現在 35 の自治会・事

業所の皆さんが自主的な防犯活動に取り組んでいます。

　防犯活動への取り組みに対する補助金制度（1団体上限 5万円）

もあります。子ども会・ＰＴＡ・有志などの団体も支援します。補

助金を有効に活用し、犯罪のない安全で安心なまちづくりをしま

しょう！

 ■ 阿賀野市安全安心メール配信中

　パソコンや携帯電話などに、防災行政無線の放送内容や防災、防犯、

交通安全に関する情報を配信するサービスを無料で行っています。

　◎皆さんの登録をお待ちしています

　 　パソコンや携帯電話などから市ホームページ（携帯電話の場合は

モバイル用ホームページ）にアクセスします。防災・安心情報のペー

ジから安全安心メール登録画面に進み、登録手続きをしてください。

　●パソコン・スマートフォン用登録アドレス

　　http://www.city.agano.niigata.jp/site/bosai/8.html

　●携帯電話用登録アドレス

　　http://www.city.agano.niigata.jp/mobile/soshiki/kanri/6518.html

　携帯電話の人は、

次のＱＲコードから

も登録できます。

■この記事に関する問い合わせは、総務課 危機管理室 地域安全係へ　☎ 62-2510（内線 262）

水原郷病院に強い味方水原郷病院に強い味方
さらに充実した医療にさらに充実した医療に！！

長谷川 康太郎 医師
(前新潟医療センター内科部長)

◆診療科

　内科（総合）

◆診療日・時間

　月曜・木曜・金曜

　…午前 9時～

伊藤 雅章 医師
（前新潟大学皮膚科学分野教授）

◆診療科

　皮膚科

◆診療日・時間

　月曜（要予約）

　…午後 2時～　

　火曜・金曜（予約不要）

  …午前 9時 30 分～

市川 香也 医師
（前新潟医療センター産婦人科医長）

◆診療科

　産婦人科

◆診療日・時間

　月曜・水曜・木曜

　…午後 1時 30 分～

　火曜…午前 9時～

  ※水曜は 1か月健診

野澤 昌代 医師
（新潟大学形成外科学分野所属）

◆診療科

　外科

◆診療内容

　入院患者の診療

佐々木 彰一 医師
（前東京女子医科大学准教授）

◆診療科

　神経内科

◆診療日・時間

　月曜…午前 10 時～

　火曜…午前 9時～

堀井 新 医師
（新潟大学耳鼻咽喉科教授）

◆診療科

　耳鼻咽喉科

◆診療日・時間

　木曜…午後 2時～

5月から

　新たに赴任する堀井医師は、5月に国立病院

機構大阪医療センターから新潟大学耳鼻咽喉

科・頭頸外科学分野

の教授として着任さ

れ、学生・研修医・

若手医師の教育・指

導・研究のほか、新

潟大学医歯学総合病

院で診療にもあたら

れています。

4月から

3月から

　　■この記事に関する問い合わせは、地域医療推進課 地域医療推進係へ　☎ 62-2510（内線 288）

　　■診療に関する問い合わせは、水原郷病院へ　☎ 62-2780

　新病院の建設と共に、水原郷病院の診療体制も

拡大され、市民の皆さんに安心をお届けします。

　また、水原郷病院で受診する場合、ほとんどの

診療科で予約や紹介状は不要ですが、一部で必要

な診療科もあります。初診の場合は、病院に問い

合わせください。
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市
民
と
協
働
で
つ
く
る
阿
賀
野
市
に
向
け
て

■
福
祉
・
健
康
部
門

介
護
保
険

高
齢
福
祉
課

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

高
齢
福
祉
課

介
護
予
防
に
つ
い
て

高
齢
福
祉
課

認
知
症
に
つ
い
て

高
齢
福
祉
課

高
齢
者
の
権
利
擁
護
に
つ
い
て

高
齢
福
祉
課

障
が
い
者
（
児
）
の
福
祉

社
会
福
祉
課

児
童
の
福
祉

社
会
福
祉
課

自
分
と
家
族
の
た
め
に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

健
康
推
進
課

た
ば
こ
と
健
康

〜
禁
煙
で
健
康
寿
命
を
伸
ば
そ
う
〜

健
康
推
進
課

阿
賀
野
市
子
育
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

健
康
推
進
課

食
育
推
進

健
康
推
進
課

健
康
寿
命
日
本
一
！
の
ま
ち
づ
く
り

健
康
推
進
課

■
教
育
・
文
化
部
門

阿
賀
野
市
の
歴
史
を
知
ろ
う
！

生
涯
学
習
課

郷
土
が
生
ん
だ
歴
史
的
人
物

生
涯
学
習
課

文
化
財
っ
て
何
？

生
涯
学
習
課

歴
史
こ
ぼ
れ
話

生
涯
学
習
課

文
化
財
よ
も
や
ま
話

生
涯
学
習
課

■
生
活
環
境
部
門

ご
み
の
話

市
民
生
活
課

不
法
投
棄
を
な
く
そ
う
！

市
民
生
活
課

消
費
生
活
出
前
講
座

市
民
生
活
課

「
地
域
の
防
災
は
地
域
の
力
で
」

自
主
防
災
組
織
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か

総
務
課

災
害
か
ら
自
分
や
家
族
を
守
る
た
め
に

総
務
課

「
地
域
の
安
全
は
地
域
の
力
で
」

自
主
防
犯
組
織
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か

総
務
課

交
通
安
全
教
室

総
務
課

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て

総
務
課

も
し
も
の
と
き
の
救
急
教
室

消
防
本
部

火
災
事
例
か
ら
学
ぶ

消
防
本
部

阿
賀
野
市
消
防
署
24
時

消
防
本
部

上
手
な
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方

地
域
医
療
推
進
課

新
病
院
「
あ
が
の
市
民
病
院
」
の
概
要

と
救
急
医
療
の
実
態

地
域
医
療
推
進
課

■
産
業
・
経
済
部
門

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

農
林
課

園
芸
振
興
の
取
り
組
み
推
進

農
林
課

ほ
場
整
備
事
業
の
推
進

農
林
課

農
業
経
営
改
善
と
担
い
手
の
育
成

農
業
委
員
会

農
地
の
権
利
移
動
な
ど
の
制
度
と
農
地

の
有
効
利
用

農
業
委
員
会

阿
賀
野
市
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

商
工
観
光
課

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
「
瓢
湖
」

商
工
観
光
課

企
業
誘
致
政
策

商
工
観
光
課

産
業
経
済
振
興
基
本
計
画

商
工
観
光
課

■
都
市
基
盤
部
門

阿
賀
野
市
の
道
路
整
備

〜
阿
賀
野
バ
イ
パ
ス
を
核
と
し
た
道
路
整
備
〜

建
設
課

阿
賀
野
市
の
河
川
整
備

〜
た
ん
水
地
域
の
解
消
に
向
け
て
〜

建
設
課

阿
賀
野
市
の
都
市
計
画

〜
都
市
計
画
制
度
と
は
？
〜

建
設
課

公
園
・
道
路
の
維
持
管
理

〜
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
向
け
て
〜

建
設
課

木
造
住
宅
耐
震
化
助
成
事
業

〜
あ
な
た
の
お
宅
は
大
丈
夫
？
〜

建
設
課

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

〜
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
経
費
を
助
成
〜

建
設
課

虹
の
架
け
橋
住
宅
取
得
支
援
事
業

〜
住
宅
取
得
の
経
費
を
助
成
〜

建
設
課

阿
賀
野
市
の
水
道

上
下
水
道
局

阿
賀
野
市
の
下
水
道

上
下
水
道
局

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ま
ち
づ
く
り
部
門

阿
賀
野
市
の
財
政
状
況

財
政
課

「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
は
？

市
民
協
働
推
進
課

男
女
共
同
参
画
っ
て
何
？

市
民
協
働
推
進
課

統
計
の
話

市
民
協
働
推
進
課

■
そ
の
他

市
議
会
の
役
割
と
し
く
み

議
会
事
務
局

希
望
す
る
テ
ー
マ

市
民
協
働
推
進
課

民

協
働

賀
野

民

協
働

賀
野

あ
が
の
市
政
出
前
講
座

あ
が
の
市
政
出
前
講
座

講座メニュー

あ
が
の
市
政
出
前
講
座
と
は

あ
が
の
市
政
出
前
講
座
と
は

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
満
足
し
て

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
満
足
し
て

も
ら
え
る
施
策
を
実
現
す
る
に
は
、

も
ら
え
る
施
策
を
実
現
す
る
に
は
、

行
政
と
市
民
が
「
協
働
」
し
て
施
策

行
政
と
市
民
が
「
協
働
」
し
て
施
策

を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
「
協
働
」
の
推
進
の
た
め
に

　

こ
の
「
協
働
」
の
推
進
の
た
め
に

は
、「
市
が
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い

は
、「
市
が
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い

る
の
か
」
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

る
の
か
」
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
が
行
っ
て
い
る
仕

　

そ
こ
で
、
市
が
行
っ
て
い
る
仕

事
や
制
度
な
ど
を
メ
ニ
ュ
ー
と
し

事
や
制
度
な
ど
を
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
公
表
し
、
市
職
員
が
皆
さ
ん
の

て
公
表
し
、
市
職
員
が
皆
さ
ん
の

も
と
へ
出
向
き
、
市
の
取
り
組
み

も
と
へ
出
向
き
、
市
の
取
り
組
み

や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
な
ど
を

や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
の
が
「
あ

分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
の
が
「
あ

が
の
市
政
出
前
講
座
」
で
す
。

が
の
市
政
出
前
講
座
」
で
す
。

　

自
治
会
・
グ
ル
ー
プ
等
で
気
軽

　

自
治
会
・
グ
ル
ー
プ
等
で
気
軽

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
の
で
き
る
人

申
し
込
み
の
で
き
る
人

　

市
内
在
住
・
在
勤
ま
た
は
在
学

　

市
内
在
住
・
在
勤
ま
た
は
在
学

す
る
人
で
構
成
さ
れ
、
当
日
の
参

す
る
人
で
構
成
さ
れ
、
当
日
の
参

加
者
が

加
者
が
1010
人
以
上
見
込
ま
れ
る
団

人
以
上
見
込
ま
れ
る
団

体
や
グ
ル
ー
プ
。

体
や
グ
ル
ー
プ
。

講
座
メ
ニ
ュ
ー

講
座
メ
ニ
ュ
ー

　

下
記
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
聞
い
て
み

　

下
記
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
聞
い
て
み

た
い
内
容
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

た
い
内
容
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
内
容
を
希
望
す

メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
内
容
を
希
望
す

る
場
合
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

る
場
合
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

開
催
日
時

　

年
末
年
始
を
除
く
、
午
前

　

年
末
年
始
を
除
く
、
午
前
1010
時
か
時
か

ら
午
後

ら
午
後
99
時
ま
で
の
間
の

時
ま
で
の
間
の
22
時
間
。

時
間
。

会
場
会
場

　

原
則
、
市
内
の
公
共
施
設
・
地
区

　

原
則
、
市
内
の
公
共
施
設
・
地
区

公
会
堂
な
ど
。

公
会
堂
な
ど
。

※※  
開
催
を
希
望
す
る
団
体
で
会
場

開
催
を
希
望
す
る
団
体
で
会
場

の
確
保
を
お
願
い
し
ま
す
。
使

の
確
保
を
お
願
い
し
ま
す
。
使

用
料
が
必
要
な
場
合
は
、
団
体

用
料
が
必
要
な
場
合
は
、
団
体

で
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。

で
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

申
込
方
法

　

開
催
を
希
望
す
る
日
の
１
か
月

　

開
催
を
希
望
す
る
日
の
１
か
月

前
ま
で
に
「
あ
が
の
市
政
出
前
講

前
ま
で
に
「
あ
が
の
市
政
出
前
講

座
」
申
込
書
を
担
当
課
ま
た
は
市

座
」
申
込
書
を
担
当
課
ま
た
は
市

民
協
働
推
進
課
へ
提
出
し
て
く
だ

民
協
働
推
進
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

さ
い
。

　

申
込
書
は
、
市
民
協
働
推
進
課

　

申
込
書
は
、
市
民
協
働
推
進
課

に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

　　

市
民
協
働
推
進
課

市
民
協
働
推
進
課  

市
民
協
働
推
進
係

市
民
協
働
推
進
係

　

☎

　

☎
6161
‐
２
４
８
３
（
直
通
）

‐
２
４
８
３
（
直
通
）

　

Ⓕ

　

Ⓕ
6262
‐
０
２
８
１

‐
０
２
８
１

　　

 sh
im
in
k
y
o
d
o
@
c
ity
.a
g
a
n
o
.

 sh
im
in
k
y
o
d
o
@
c
ity
.a
g
a
n
o
.

n
iig
a
ta
.jp

n
iig
a
ta
.jp

表彰

寄付紹介

　

3
月
6
日
〜
8
日
、
新
潟
ふ
る
さ
と

村
を
会
場
に
「
フ
ラ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
新

潟
２
０
１
５
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
26
年
度
新
潟

県
花
き
コ
ン
テ
ス
ト
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

切
花
コ
ン
テ
ス
ト
の
部
）
が
行
わ
れ
、
県

内
か
ら
１
０
２
点
が
出
品
。
最
高
賞
で
あ

る
農
林
水
産
大
臣
賞
を
は
じ
め
、
市
内
か

ら
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

● 

農
林
水
産
大
臣
賞
・
品
種
「
ピ
ン
ク
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
」…
圓
山
孝
さ
ん（
京
ヶ
島
）

● 

金
賞
・
品
種
「
ア
ン
ジ
ェ
リ
ケ
」
…

圓
山
孝
さ
ん
（
京
ヶ
島
）

● 

金
賞
・
品
種
「
イ
ン
ゼ
ル
」
…
水
野

一
芳
（
布
目
）

● 

銀
賞
・
品
種
「
ブ
ラ
ッ
ク
ヒ
ー
ロ
ー
」

…
水
野
一
芳
（
布
目
）

農
林
水
産
大
臣
賞
等
を
受
賞

●
切
花
コ
ン
テ
ス
ト

　3月 20 日、市建設業協会青年部（小林和也青年

部長）の皆さんが水原小学校を訪れ、伊藤喜一校

長に今春の新入生に配布してほしいと「こどもＳ

ＯＳ」かけこみ１１０番グッズを手渡しました。

　このグッズは、同協会が緊急時、建設現場等への

駆込方法を説明したもので、地域の犯罪防止に役立

ててもらおうと毎年寄贈しているものです。今年は、

市内10校の新入生329人に配布されました。

犯
罪
防
止
グ
ッ
ズ
を
寄
贈

●
市
建
設
業
協
会

　4月 2日、カラオケ愛好家グループの「明間隆

雄と愉快な仲間たち」水原地区実行委員会委員

長の圓山榮吉さん（外城町）と副委員長の髙野

正道さん（安野町）が来庁しました。

　3 月 29 日、水原公民館で 82 人が参加して行

われた「歌と踊りチャリティー発表会」におけ

るチャリティー金 32,777 円を福祉目的に役立て

てほしいと寄付されました。

福
祉
目
的
に
役
立
て
て

●
明
間
隆
雄
と
愉
快
な
仲
間
た
ち

　3月 24日、越後桜を楽しむ会の井岡英夫会長と

越後桜酒造株式会社（山口町1）の檜垣聡社長が来

庁。11月 17日に天朝閣で開催した「第4回越後桜

を楽しむ会」の参加費30万円を新病院のエントラ

ンスホール壁面に飾る風景画「瓢湖・桜・五頭山」の

作成費用の一部に充ててほしいと寄付されました。

　この風景画の制作風景については、最終ペー

ジで紹介しています。

風
景
画
の
作
成
費
用
に

●
越
後
桜
を
楽
し
む
会

左から、市長、圓山さん、髙野さん左から、市長、圓山さん、髙野さん

左から、井岡会長、檜垣社長（手に持っ左から、井岡会長、檜垣社長（手に持っ
ているのが風景画の下絵）、市長ているのが風景画の下絵）、市長

　

4
月
1
日
付
け
で
、
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
に
、
熊
倉
達

た
つ
し

さ
ん
（
山
口
町
1
）、齋
藤
學
さ
ん
（
小
河
原
）
が
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員

　
　
　
　

 

●
4
月
1
日
付
け
で
委
嘱

　

行
政
相
談
委
員
は
、
国
道
・
国
税
・
登
記
な
ど
国
の
業
務
、
地

方
公
共
団
体
が
国
か
ら
委
任
や
補
助
を
受
け
て
行
う
年
金
・
生
活

保
護
な
ど
の
業
務
へ
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
、
問
い
合
わ
せ
な
ど

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
日
に
つ
い
て
は
、
広
報
あ
が
の
お
知
ら
せ
版
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課 

相
談
係

　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線
２
１
４
）
　

委員委嘱

農林水産大臣賞等を受賞した圓山孝さん農林水産大臣賞等を受賞した圓山孝さん
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水原中学校校舎美化活動

　

3
月
26
日
、
水
原
中
学
校
で
校
舎

の
美
化
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
き
れ
い
な
校
舎
で

新
入
生
を
迎
え
よ
う
と
、
生
徒
会
が

中
心
と
な
っ
て
企
画
し
た
も
の
で
す
。

 

在
校
生
で
あ
る
現
2
・
3
年
生
約

１
７
０
人
が
部
活
動
単
位
に
分
か
れ

て
、
教
室
や
廊
下
、
玄
関
、
体
育
館

の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
な
ど
を

隅
々
ま
で
丁
寧
に
清
掃
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
校
舎
脇
の
花
壇
に
は
、
市

民
図
書
室
の
利
用
者
に
も
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
ノ
ー
ス
ポ
ー
ル
と
ワ

ス
レ
ナ
グ
サ
を
植
え
、
新
入
生
を
迎

え
た
4
月
に
は
満
開
と
な
り
ま
し
た
。

ようこそ水原中学校へ 子
育
て
し
や
す
さ
の
象
徴
に

国
旗
掲
揚
塔 

鯉
の
ぼ
り
遊
泳
事
業

　

4
月
16
日
、
市
役
所
前
で
、
み
ど
り
保
育

園
の
年
長
児
25
人
が
鯉
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
、

童
謡
「
こ
い
の
ぼ
り
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。

　

こ
の
式
典
は
、
市
が
「
子
育
て
環
境
日
本

一
」
を
目
指
し
て
取
り
組
む
象
徴
と
し
、
少

子
化
対
策
を
積
極
的
に
進
め
る
市
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
や
「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
阿
賀

野
」
の
周
知
を
図
る
た
め
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

鯉
の
ぼ
り
は
、
児
童
福
祉
週
間
終
了
の

5
月
11
日
ま
で
、
市
役
所
と
水
原
総
合
体

育
館
の
前
の
国
旗
掲
揚
塔
に
掲
揚
し
ま
す
。

新
潟
県
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

全
日
本
中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
に
出
場

藤
由
樹
さ
ん
（
以
上
、
現
2
年
）
が
、

結
果
を
報
告
す
る
た
め
、
3
月
30
日
、

市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
、
新
潟
県
Ａ
チ
ー
ム

は
、
予
選
リ
ー
グ
11
ブ
ロ
ッ
ク
で
全
勝

し
、
3
チ
ー
ム
中
1
位
の
成
績
で
予

選
リ
ー
グ
を
突
破
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
は
、
初
の
4
強
入
り
を
果
た

し
、
準
決
勝
で
埼
玉
県
に
敗
れ
た
も

の
の
、
見
事
3
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
潟
県
Ｂ
チ
ー
ム
は
、
予

選
リ
ー
グ
6
ブ
ロ
ッ
ク
で
2
勝
1
敗

と
な
り
、
4
チ
ー
ム
中
2
位
の
成
績

で
し
た
が
、
惜
し
く
も
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
進
出
を
逃
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
来
庁
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
石
塚
凌
さ
ん
（
現
3
年
）
も
新

潟
県
Ａ
チ
ー
ム
で
活
躍
し
ま
し
た
。

　

3
月
31
日
、
水
原
中
学
校
で
、
平
成
24

年
度
か
ら
3
年
間
に
わ
た
る
工
事
の
完

了
を
祝
う
水
原
中
学
校
整
備
事
業
工
事

完
了「
学
校
引
き
渡
し
式
」を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
関
係
者
75
人
が
出
席
。
最

初
に
、
国
道
49
号
脇
の
校
庭
で
、
生
徒

代
表
4
人
が
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
苗
木
を

記
念
植
樹
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
校
舎

内
に
移
動
し
、
学
校
引
き
渡
し
式
や
工

事
関
係
者
・
地
元
自
治
会
へ
感
謝
状
の

贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

校
長
や
生
徒
代
表
か
ら
は
、
よ
り
良
い

学
校
づ
く
り
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き

た
い
と
の
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

水
原
中
学
校
「
学
校
引
き
渡
し
式
」

全
て
の
学
校
施
設
が
完
成

カ
メ
ル
ー
ン
の
発
展
に
貢
献

青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加

　

3
月
19
日
、
外
務
省
所
管
の
独
立
行
政

法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
に
参

加
す
る
山
口
陽
平
さ
ん
（
保
田
）
が
、
出
国

に
先
立
ち
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
政
府
開
発
援
助
の
実
施
機

関
で
、
開
発
途
上
地
域
等
の
経
済
お
よ
び

社
会
の
発
展
や
、
国
際
協
力
の
促
進
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

　

山
口
さ
ん
は
、
カ
メ
ル
ー
ン
で
2
年

間
、
現
地
住
民
の
収
入
向
上
や
生
活
改
善

な
ど
の
活
動
に
従
事
し
ま
す
。「
自
分
自

身
の
経
験
や
知
識
を
使
っ
て
、
発
展
途
上

国
の
人
た
ち
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
抱
負

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

サ
ケ
の
稚
魚
放
流
（
大
）
会

○
百
津
自
治
会

　

3
月
30
日
、
安
野
川
第
19
号
橋
の
下
の

安
野
川
で
、
百
津
自
治
会
に
よ
る
サ
ケ
の

稚
魚
放
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
今
年
で
9
年
目
。
百
津
自

治
会
が
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
自
然
に
親

し
む
情
操
教
育
の
一
環
と
し
て
、
阿
賀
野

川
漁
業
協
同
組
合
や
市
建
設
業
協
会
な
ど

の
協
力
を
得
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　

当
日
は
、
百
津
自
治
会
、
ひ
ま
わ
り
幼

稚
園
、
み
ど
り
保
育
園
な
ど
の
大
人
や
子

ど
も
約
１
５
０
人
が
集
ま
り
、
前
日
と
合

わ
せ
て
約
4
万
匹
の
サ
ケ
の
稚
魚
が
放
流

さ
れ
ま
し
た
。
放
流
さ
れ
た
稚
魚
が
元
気

よ
く
泳
ぎ
出
す
と
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

安野川に放流・百津自治会安野川に放流・百津自治会

○
赤
坂
小
学
校

　

4
月
9
日
、
赤
坂
小
学
校
6
年
生
16
人

が
、
旧
大
和
小
学
校
向
か
い
の
阿
賀
野
川

右
岸
「
大
和
水
辺
の
楽
校
」
で
サ
ケ
の
稚

魚
約
千
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

放
流
さ
れ
た
稚
魚
は
、
昨
年
12
月
に
権

瓶
文
吉
さ
ん
（
小
松
）
の
指
導
の
も
と
、

人
工
授
精
、
ふ
化
を
行
い
、
学
校
の
水
槽

で
飼
育
し
て
き
た
も
の
で
す
。

　

稚
魚
は
3
〜
4
日
で
海
に
出
て
、
ア

ラ
ス
カ
沖
を
回
遊
し
、
放
流
数
の
約
0
・

7
％
が
3
年
〜
5
年
後
に
戻
っ
て
く
る
と

の
こ
と
。
放
流
を
終
え
た
小
野
里
涼
く
ん

は
、「
サ
ケ
の
放
流
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
の
で
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
サ
ケ
が
無

事
に
戻
っ
て
く
る
と
い
い
な
」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

大
き
く
な
っ
て
会
お
う
ね

　

3
月
20
日
〜
22
日
、
新
潟
市
東
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
と
新
潟
市
秋
葉
区
総
合
体
育
館
を
会
場

に
、
第
15
回
全
日
本
中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

権
が
開
催
さ
れ
、
男
女
混
合
チ
ー
ム
に
よ
る
都
道

府
県
対
抗
団
体
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

笹
神
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
で
、
こ
の
大
会

に
出
場
し
た
新
潟
県
Ａ
チ
ー
ム
の
小
林
悠
斗
さ
ん

（
現
3
年
）
と
、
新
潟
県
Ｂ
チ
ー
ム
の
石
塚
稜
梧
さ

ん
、
大
月
一
摩
さ
ん
、
小

民
さ
ん
、
佐
野
未
海

子
さ
ん
（
以
上
、
現
3
年
）、
江
口
直
紀
さ
ん
、
齋

前列左から、大月さん、小林さん、石塚さん。後列左から、前列左から、大月さん、小林さん、石塚さん。後列左から、
齋藤さん、江口さん、田中市長、佐野さん、小　さん齋藤さん、江口さん、田中市長、佐野さん、小　さん

水原中学校の生徒代表による記念植樹水原中学校の生徒代表による記念植樹

放流のため川へ向かう児童たち・赤坂小学校放流のため川へ向かう児童たち・赤坂小学校 みどり保育園の園児たちみどり保育園の園児たち
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問い合わせ
市民協働推進課 市民協働推進係 ☎ 62-2510（内線282）

【フェイスブック】http://www.facebook.com/gozuccho.agano

【ホームページ】http://www.city.agano.niigata.jp/site/gozuccho/

ごずっちょのお出掛け情報やごずっちょのお出掛け情報や

近況をお知らせします近況をお知らせします

ごずっちょ通信ごずっちょ通信

● 

ご
ず
っ
ち
ょ
の
「
？
」
と
か
「
！
」

が
目
に
止
ま
り
、
読
み
や
す
さ
の

手
助
け
を
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
、ご
ず
っ
ち
ょ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

防
災
行
政
無
線
の
チ
ャ
イ
ム
は
、

外
に
い
る
と
よ
く
聞
こ
え
る
の
で

す
が
、こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
。

音
は
聞
こ
え
る
け
れ
ど
、
声
は
聞

こ
え
ま
せ
ん
。外
に
出
て
み
る
と
、

住
宅
街
に
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し

た
。　
　
　
　
　

 

（
50
代
・
女
性
）

☆ 

重
要
情
報
が
放
送
さ
れ
た
場
合
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
同
じ
文
章
が
掲

載
さ
れ
ま
す
。
聞
き
逃
し
た
と
き

は
、
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

初
め
て
応
募
し
ま
し
た
。
広
報
あ

が
の
は
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　

 

（
70
代
・
女
性
）

☆ 

4
月
か
ら
広
報
担
当
に
な
り
ま
し

た　

で
す
。
初
の
編
集
作
業
で
し

た
が
、
今
後
も
楽
ん
で
も
ら
え
る

紙
面
づ
く
り
を
心
掛
け
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

「
も
う
一
匹
の
家
族
」の
ワ
ン
ち
ゃ

ん
、
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。
動
物

大
好
き
な
の
で
、
も
っ
と
も
っ
と

い
ろ
ん
な
子
を
み
た
い
で
す
。
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

「
ふ
る
さ
と
探
訪
」
梅
護
寺
の
珠

数
掛
ザ
ク
ラ
は
、
越
後
七
不
思
議

★4月も市内外のイベントに
　　　　　　参加してきたっちょ！

　市内は「新
江さくらま
つり」、市外
は朱鷺メッ
セで開催さ
れ た「 新 潟
うまさぎっ
しり博 2015」
の「ゆるキャ
ラ 大 集 合 」
に出演して

きたよ。県内各地のキャラクターと一緒
に、来場した人とたくさんふれあったり
写真を撮ったりして楽しかったっちょ。

★5月もがんばるっちょ！
　3日（日・祝）は五頭連峰山開き、3日（日・祝）
～5日（火・祝）は万代アースフェスタ、10日（日）
は市内で初めて開催される本格的な自転車ロー
ドレース「阿賀野クリテリウム大会」の応援に
行くっちょ。
　「ごずっちょ」の活動予定は、市のホームペー
ジ「ごずっちょの部屋」や Facebook をチェッ
クしてっちょ。

★ごずっちょを使ってちょ！
　お祭りや運動会にごずっちょ
の着ぐるみの貸し出しができる
よ。貸し出し条件などの詳細は、
市民協働推進課に問い合わせて
ちょ。

の
一
つ
と
し
て
有
名
で
す
が
、
実

物
は
ま
だ
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ち
ょ
う
ど
開
花
前
の
掲
載
で

グ
ッ
ド
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。
今

年
こ
そ
見
に
行
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
80
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

毎
号
、
楽
し
み
に
見
て
い
ま
す
。

ご
ず
っ
ち
ょ
が
好
き
な
の
で
、
ご

ず
っ
ち
ょ
ア
イ
テ
ム
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
は
す
ご
く
嬉
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
20
代
・
女
性
）

☆ 

特
集
記
事
の
掲
載
や
必
要
な
情
報

を
見
や
す
い
ペ
ー
ジ
数
で
提
供
す

る
た
め
、
4
月
号
か
ら
紙
面
の
一

部
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
の
小
松
菜

と
え
の
き
の
お
か
か
じ
ょ
う
ゆ
あ

え
は
、
広
報
を
読
ん
だ
日
に
、
小

松
菜
を
冬
菜
に
し
て
作
っ
て
み
ま

し
た
。
常
に
材
料
の
あ
る
品
な
の

で
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　

 

（
80
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

先
日
は
ご
ず
っ
ち
ょ
グ
ッ
ズ
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
4
月
号

の
表
紙
の
写
真
が
と
て
も
可
愛

か
っ
た
で
す
。　

 

（
80
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
の
コ
ー

ナ
ー
に
は
、
い
つ
も
お
い
し
そ
う

な
料
理
が
の
っ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
を
見
て
作
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
10
代
・
女
性
）

№35№35

P.N あかりんさん

市
内
初
の
登
録
有
形
文
化
財

　

出
湯
の
温
泉
旅
館
「
清せ

い

廣こ

う

館か

ん

」（
出
湯

８
０
２
）
の
本
館
建
物
が
国
の
登
録
有
形
文

化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
5
月
に
は
、
文
化
庁
へ
の
登
録
申
請
。

11
月
に
は
、
新
聞
紙
面
掲
載
や
テ
レ
ビ
報
道

も
さ
れ
、
国
の
文
化
審
議
会
か
ら
文
部
科
学

大
臣
へ
の
登
録
答
申
（
申
し
入
れ
）
を
経
て
、

今
年
3
月
26
日
付
け
の
官
報
告
示
を
も
っ
て

正
式
決
定
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

阿
賀
野
市
で
は
、
記
念
す
べ
き
登
録
有
形

文
化
財
第
1
号
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
文
化

財
登
録
制
度
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。

◆
古
き
良
き
建
造
物
を
保
存
す
る
登
録
制
度

　

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
残
し
て
い
き
た
い

風
景
が
意
外
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
た
と

え
身
近
な
建
造
物
で
あ
っ
て
も
、
再
び
造
る

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
な
ど
は
、
立
派
な
文

化
財
で
あ
り
、
こ
れ
を
守
り
、
そ
し
て
生
か

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
国
の
文
化
財
登
録
制

度
が
平
成
8
年
に
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
登
録
制
度
の
特
色
は
、
文
化
財
を
自
由

に
活
用
で
き
る
こ
と
に
あ
り
、
厳
密
な
保
存

の
た
め
に
あ
る
文
化
財
指
定
制
度
に
比
べ
て
、

規
制
も
緩
や
か
な
と
こ
ろ
で
す
。
登
録
さ
れ
て

も
、
今
ま
で
ど
お
り
使
用
で
き
、
事
業
資
産
や

観
光
資
源
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
、

事
業
展
開
や
地
域
活
性
化
の
た
め
、
積
極
的

に
活
用
し
な
が
ら
文
化
財
を
緩
や
か
に
守
っ

て
い
く
と
い
う
制
度
で
す
。

　

登
録
有
形
文
化
財
と
な
る
対
象
は
、
住
宅

や
店
舗
、
社
寺
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
橋
や
ト

ン
ネ
ル
、
煙
突
な
ど
と
幅
広
く
、
建
築
後
50

年
を
経
過
し
た
建
造
物
で
あ
っ
て
、
広
く
親

し
ま
れ
て
い
た
り
、
そ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な

い
珍
し
い
も
の
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
な
ど

が
必
要
で
す
。

◆
訪
れ
る
人
も
和
む
風
情

　

名
湯
出
湯
温
泉
に
あ
り
、
創
業
３
０
０
年

と
さ
れ
る
清
廣
館
の
建
物
は
、
昭
和
初
期
に

宮
大
工
の
手
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

戦
前
期
に
さ
か
の
ぼ
る
木
造
3
階
建
て
で
、

内
か
ら
望
む
風
景
は
、
大
正
ガ
ラ
ス
独
特
の
ひ

ず
み
に
よ
っ
て
、
味
わ
い
あ
る
も
の
と
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
客
室
は
、
部
屋
ご
と
に
床

柱
な
ど
の
材
種
を
変
え
、
銘
木
を
多
用
し
た

数す

寄き

屋や

風
（
茶
室
風
）
の
凝
っ
た
つ
く
り
と

な
っ
て
お
り
、
訪
れ
る
人
を
古
き
良
き
時
代
、

和
み
の
世
界
に
誘
い
ま
す
。

　

国
土
の
歴
史
的
景
観
に
寄
与
し
て
い
る
も

の
と
し
て
文
化
財
登
録
と
な
っ
た
清
廣
館
、
清

野
房
子
代
表
は
、「
本
当
に
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
文
化
財
と
い
う
意
識

を
十
分
に
持
っ
て
、
保
存
と
活
用
に
努
め
て

い
き
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

加藤悠さん（上中野目）

清清廣廣館本館正面館本館正面

2 階客室（21 号室）2階客室（21 号室）

◆ 

文
化
財
を
生
ん
だ歴

史
的
名
湯

　

弘
法
大
師
空
海
が
錫

し
ゃ
く

杖
じ
ょ
う

を
つ

い
て
湧
き
出
さ
せ
た
と
い
う

開
湯
伝
説
も
残
る
出
湯
温
泉
。

平
安
時
代
大
同
年
間
（
西
暦

８
０
６
〜
10
年
）
の
開
湯
か
ら

１
２
０
０
年
余
り
の
歴
史
を
誇

る
県
内
最
古
の
湯
と
し
て
全
国

に
名
を
は
せ
る
有
名
な
温
泉
で

す
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
文
化
年
間

（
西
暦
１
８
０
４
〜
18
年
）
に

書
か
れ
た
と
さ
れ
る
日
本
全
国

の
温
泉
番
付
「
諸
国
温
泉
功
能

鑑
」
に
は
、
有
馬
温
泉
・
草
津

温
泉
の
大
関
番
付
を
筆
頭
に
、

前
頭
「
越
後
出
湯
の
泉
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
に
は
す

で
に
出
湯
温
泉
の
効
能
は
全
国

に
知
れ
渡
る
も
の
で
し
た
。

建築風景（昭和 3年ごろ）建築風景（昭和 3年ごろ）
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★ 4月号の正解は次のとおりです。★ ☆ 応 募 の 方 法 な ど ☆

★ 4月号の当選者
・・坂田富子さん　・・中島正子さん
・・伊藤みさ子さん　・・加藤亜美さん
・・P.N ミィーちゃんさん　・・P.N ヒメ子さん
・・P.N 大ばあさん　・・P.N 瓢湖のアンパンさん
・・P.N やなさん　・・P.N さすけ君さん　

《応募総数 15 通　15 通正解》
ありがとうございました。

　上の 2つの写真で、5か所だけ違うところがあり

ます。クイズの答えと広報紙への感想や意見を書い

て、郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を記入

し、はがきか電子メール、ＦＡＸで 5月 15 日（金）

必着で応募ください。ペンネームや匿名での掲載を

希望する人は、その旨をお書きください（氏名も必

ず書いてください）。正解者の中から抽選で 10 人に

ごずっちょグッズをプレゼントします。

送付先：〒 959-2092　阿賀野市役所　広報広聴係

電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp

ＦＡＸ：62-0281

　

 

広
報
広
聴
係 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2クイズの答え

郵便番号・住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などをお書
きください。

　広報あがのでは、皆さんからのご意見ご感想をお待

ちしています。その他、地域の話題や珍しい出来事、

自慢のイラストなど、どしどしお寄せください。

紙面紙面

　毎月「4」と「8」の付く日は水原露天市場の開催日です。新鮮な魚や野菜、衣類、日用品など、さまざまな商品
が露天に並びます。写真は、市営バスの取材で訪れた際に撮影しました。※左側が実際の写真です。

★今月のプレゼント★

ごずっちょシール＆
タオルタオル

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪
ミルク抹茶くずもち

【作り方】

① かたくり粉、砂糖に牛乳を混ぜて、

こす。

② 小鍋に①を入れて火にかけ、木べ

らで混ぜながら加熱する。沸騰後

弱火にし、粉っぽさがなくなり、粘りが出るまで練る。

③ ぬらした型に②を流し、ラップをかけて冷やす。固まったらぬらした包

丁で食べやすい大きさに切り、Aをまぶす。

【材料】（4人分）

かたくり粉………………………80 ｇ

砂糖………………………………40 ｇ

牛乳………………………………400ml

　 きな粉……………………大さじ 1

Ａ 抹茶………………………小さじ 2

　 砂糖………………………小さじ 2

＆＆＆ちょシールちょ ル＆ルっちっち ＆っちょシール＆

時
の
流
れ
と
経
済
の
変
化

　

先
日
、
ふ
と
し
た
こ
と
で
5
年
前

の
新
聞
に
目
を
通
す
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。「
企
業
に
『
北
風
』
よ
り

『
太
陽
』」
の
見
出
し
で
、「
デ
フ
レ
、

円
高
、
株
安
と
危
機
は
尽
き
な
い
。

産
業
界
は
稼
ぐ
力
を
失
い
、
個
人
は

雇
用
や
所
得
に
不
安
を
抱
え
、
国
は

税
収
減
に
あ
え
ぐ
。
成
長
の
道
を
描

き
直
さ
な
い
と
、
活
力
も
豊
か
さ
も

戻
ら
な
い
」
と
い
う
記
事
が
載
っ

て
い
ま
し
た
。
現
在
の
状

況
と
の
あ
ま
り
の
違
い

に
、
経
済
の
変
化
の
速
さ

に
驚
く
ば
か
り
で
す
。

　

現
在
は
、
物
価
が
上
昇
、

為
替
は
1
ド
ル
１
２
０

円
前
後
の
円
安
、
株
価
は

2
万
円
台
に
近
づ
き
、
上

場
企
業
は
今
期
大
幅
な

増
益
が
予
想
さ
れ
て
い
る

…
。
善
し
あ
し
は
別
に
し

て
、
こ
の
違
い
は
何
が
要

因
な
の
で
し
ょ
う
か
。
確

か
に
15
年
に
及
ぶ
長
期
の

デ
フ
レ
か
ら
の
早
期
脱
却

は
政
府
の
基
本
政
策
で
あ
り
、
大
胆

な
金
融
緩
和
な
ど
政
府
の
経
済
政

策
が
円
安
、
株
高
を
も
た
ら
し
た
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
こ
ま
で
円
安
が
進
み
物
価
が
上

が
る
中
で
、
賃
金
が
追
い
つ
い
て
い

な
い
状
況
（
特
に
地
方
、
中
小
企
業
）

で
は
国
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
か
ね
ま
せ
ん
。
世
界
経
済
な
ど

周
り
の
環
境
に
も
よ
り
ま
す
が
、
や

り
方
に
よ
っ
て
こ
ん
な
に
も
短
期

間
で
経
済
状
況
が
変
わ
る
こ
と
に

気
付
か
さ
れ
ま
す
。
政
府
は
、
こ
の

景
気
回
復
を
全
国
津
々
浦
々
に
行
き

渡
ら
せ
る
と
し
て
い
ま
す
。
市
と
し

て
も
一
日
も
早
い
地
域
経
済
へ
の

波
及
と
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

健
や
か
に
育
て
子
ど
も
た
ち

　

ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。
5
月
5
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」

を
前
に
、
市
で
は
、
先
月
16
日
、
少

子
化
対
策
の
Ｐ
Ｒ
と
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
願
い
、
市
役
所
と
水
原

総
合
体
育
館
の
前
に
鯉
の

ぼ
り
を
掲
げ
ま
し
た
。
少

子
化
対
策
の
一
環
と
し
て

「
子
育
て
環
境
日
本
一
」
を

目
指
し
、
子
育
て
し
や
す

い
ま
ち
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
こ
と
も
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
出
生
率
の
低
下

や
若
者
の
市
外
へ
の
流
出

等
に
よ
り
人
口
減
少
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
若
年
層

の
出
産
や
定
住
促
進
を
進
め
て
い

く
上
で
、
雇
用
の
確
保
と
併
せ
、「
住

み
よ
い
ま
ち
、
子
育
て
し
や
す
い
ま

ち
」
を
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と
も

大
切
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
づ

く
り
な
ど
市
の
魅
力
を
さ
ら
に
高

め
る
と
と
も
に
、
多
く
の
方
々
に
阿

賀
野
市
を
知
っ
て
も
ら
い
人
口
増

加
、
定
住
促
進
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

田
中
清
善

ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
技
術
力
向

上
の
た
め
に
、
毎
月
第
2
火

曜
の
午
後
1
時
30
分
か
ら
、

京
ヶ
瀬
地
区
に
あ
る
阿
賀
野

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
に
お
い

て
月
例
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

月
例
会
で
は
、
会
員
の
活

動
報
告
や
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
イ

ン
グ
（
役
割
演
技
）
に
よ
る
聴
き
方
の

練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
聴
く
と
い
う

こ
と
は
、
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
、

自
分
の
考
え
を
押
し
付
け
て
も
い
け
ま

せ
ん
。
い
か
に
相
手
に
気
持
ち
よ
く
話

を
し
て
も
ら
う
か
、
会
員
同
士
で
学
び

合
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
会
へ
の
連
絡
は
、
お
ん
こ

茶
屋
（
中
央
町
1
）
か
ら
も
で
き
ま

す
。
傾
聴
の
希
望
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
志

望
の
人
の
取
り
次
ぎ
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
希
望
す
る
人
は
お
ん
こ
茶
屋
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
会
員
に
な
る
人
に
は
、
事
前

に
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

◎
活
動
し
て
い
て
思
う
こ
と

　

人
と
接
し
、
会
話
を
し
て
こ
そ
、
心

の
不
安
を
解
消
し
、
生
き
る
元
気
が
生

ま
れ
る
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
と
の
会
話
の
内
容
は
、
決
し

て
外
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
ぞ
心
を
許
し
て
、
私
た
ち
を
相
手

に
会
話
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
心
の

健
康
を
応
援
し
ま
す
。

　

今
月
は
、
市
内
で
悩
み
を
抱
え
る
人

や
孤
独
な
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、

聴
く
活
動
を
続
け
て
い
る
「
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア 

ハ
ー
ト
ピ
ア
あ
が
の
」
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
◎
活
動
概
要

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ハ
ー
ト
ピ
ア

あ
が
の
は
、
平
成
24
年
9
月
に
（
福
）

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
開
催
し
た

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
受
講
生
な

ど
で
立
ち
上
げ
た
も
の
で
、
現
在
17
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
・
障
が
い
、
あ
る
い
は
介
護
等

に
伴
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
不
安
を

抱
え
る
人
に
寄
り
添
い
、
心
の
負
担
を

少
し
で
も
軽
く
し
て
も
ら
お
う
と
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
活
動
内
容

　

傾
聴
活
動
は
現
在
、
市
内
の
介
護
施

設
（
8
か
所
）
と
、
市
の
福
祉
関
係
部

署
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
個
人
宅
に
出

向
く
と
い
う
2
つ
の
方
法
で
行
っ
て
い

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
一
つ
で
あ
る
【
傾
聴
】
は
、「
耳

を
傾
け
て
相
手
の
話
を
じ
っ
く

り
寄
り
添
っ
て
聴
く
」
こ
と
な
ん

だ
っ
て
。「
聞
く
」
と
は
少
し
違

う
ん
だ
よ
。

　

話
を
じ
っ
く
り
聴
い
て
く
れ

る
人
が
い
る
っ
て
安

心
だ
っ
ち
ょ
。

■ 

問
い
合
わ
せ

　

市
民
協
働
推
進
課 

市
民
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進
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の
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作 . 渡辺 紀子

　「はる」は、おもちゃであそぶのが だーいすき♪ とくに きに

いってるのは でんしゃのおもちゃ！ おうちには ふたごの おに

いちゃんがいて いっしょに せんろをつなげて でんしゃをはし

らせるんだ。でんしゃのほかに ショベルカーのおもちゃも きに

いってるよ。きょうは、なにで あそぼうかな～？

武藤 晴
は る

くん（1歳 7か月）／本明（パパ亮輔さん・ママ寛子さん）

【人の動き】 人口 44,579 人（－ 114）男 21,561 人（－ 53）女 23,018 人（－ 61）世帯数 14,214（＋ 3)

平成 27 年 4 月 1 日現在（　）は前月比　・出生 19 人・死亡 49 人・転入 162 人・転出 246 人

　4 月 16 日、ナカジマ園芸（堀越）で栽培

されているベゴニアです。4 月から 10 月ご

ろまで赤、白、ピンクなどの花を咲かせます。

管理も簡単で、初心者でも扱いやすいとのこ

と。庭の花壇に植えてみてはいかがでしょう。

　僕はキュウカンチョウの

「らん」（左）だよ。昨年の

秋にサントピア牧場にやっ

てきたんだ。

　僕はいろんな言葉をしゃ

べることができるんだ。で

も、少し訛
なまり

りがあるんだ。

電話の音が聞こえると「も

しもし」じゃなくて「もすもす」にな

ることもあるんだ。みんなが来るのを

インコの「スー」と一緒に待ってるよ。

サントピア牧場（久保）の「らん」ちゃん、「スー」ちゃん

　4月 13 日、阿賀野市出身で背景画家の第一

人者である島倉二千六氏による風景画「瓢湖・

桜・五頭山」の制作過程を見学。長さ 4.55 ｍ、

高さ 1.82 ｍの水彩画は、きっと新病院に訪れ

る人々の目を楽しませてくれることでしょう。

　

市
内
見
て
歩
記
の
コ
ー
ナ
ー
等
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
写
真
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。


